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連連載載「「教教育育学学入入門門」」とと『『能能力力とと発発達達とと学学習習（（教教育育学学入入門門ⅠⅠ））』』
ににおおけけるるテテキキスストト異異同同（（33））  

  

 

松本 圭朗 

（近畿大学） 

 

第第 11節節  ははじじめめにに  

本資料は、勝田守一による雑誌『教育』で

の連載「教育学入門」（1962 年～1963 年）と、

それをまとめた『能力と発達と学習』（1964 年、

国土社）のテキストの異同の整理によって、

勝田の教育学構想の機微をとらえる手がかり

を得ることを目的としている。 

 連載「教育学入門」は、次のようなかたち

で掲載されている（以下、『能力と発達と学習』

は「単行本」、連載「教育学入門」は「連載」

と表記する）。 

 

表 1：「教育学入門」の連載一覧 
1962 年 1 月号 
＝138 号 

第 1 回 
未来にかかわる時点で 

1962 年 2 月号 
 ＝139 号 

第 2 回 
人間の能力をどのように考えるか（1） 

1962 年 3 月号 
 ＝140 号 

第 3 回 
人間の能力をどのように考えるか（2） 

1962 年 4 月号 
 ＝141 号 

第 4 回 
人間の能力をどのように考えるか（3） 

1962 年 5 月号 
 ＝142 号 

第 5 回 
人間の能力をどのように考えるか（4） 

1962 年 6 月号 
 ＝143 号 

第 6 回 
人間が成長するとはどういうことか 

1962 年 9 月号 
 ＝147 号 

第 7 回 
人間が成長するとはどういうことか（2） 

1962 年 10 月号 
＝148 号 

第 8 回 
人間が成長するとはどういうことか（3） 

1962 年 11 月号 
 ＝149 号 

第 9 回 
人間が成長するとはどういうことか（4） 

1962 年 12 月号 
 ＝150 号 

第 10 回 
人間が成長するとはどういうことか（5） 

1963 年 3 月号 
 ＝154 号 

第 11 回 
人間の学習を指導する条件はなにか（1） 

1963 年 4 月号 
 ＝155 号 

第 12 回 
人間の学習を指導する条件はなにか（2） 

1963 年 5 月号 
 ＝156 号 

第 13 回 
人間の学習を指導する条件はなにか（3） 

1963 年 6 月号 
 ＝157 号 

第 14 回 
人間の学習を指導する条件はなにか（4） 

1963 年 8 月号 
 ＝160 号 

第 15 回 
人間の学習を指導する条件はなにか（5） 

1963 年 9 月号 
 ＝161 号 

第 16 回 
人間の学習を指導する条件はなにか（6） 

1963 年 10 月号 
 ＝162 号 

第 17 回 
人間の学習を指導する条件はなにか（7） 

1963 年 11 月 
 ＝163 号 

第 18 回 
人間の学習を指導する条件はなにか（8） 

1963 年 12 月 
 ＝165 号 

第 19 回 
人間の学習を指導する条件はなにか（9） 

 

このうち、すでに、①「連載（第 1～5回）」

と「単行本（序章・第 1 章）」、②「連載（第

6～10回）」と「単行本（第 2章）」におけるテ

キストの異同を整理している（松本 2024, 

2025）。本資料では、「連載（第 11～15 回）」

と「単行本（第 3章）」におけるテキストの異

同を整理する。 

 

引引用用文文献献  

勝田守一（1964）『能力と発達と学習』国土社。 

松本圭朗（2024）「連載「教育学入門」と『能

力と発達と学習(教育学入門 I)』における

テキスト異同(1)」『研究論叢』30 号、89-

100 頁。 

松本圭朗（2025）「連載「教育学入門」と『能

力と発達と学習(教育学入門 I)』における

テキスト異同(2)」『研究論叢』31号、35-42

頁。 

 

【凡例】 

1.引用頁は［］内に示した。 

2.原則として、加筆修正がおこなわれた場合

には「初版」欄の引用文に、削除がおこな

われた場合には「初出」欄の引用文に、下

線を引いた。ただし、１文以上の削除がお

こなわれた場合には「初版」欄に（削除）

と記し、「初出」欄に下線は引かなかった。 

3.原則として、促音と拗音の表記変更（例：
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技りよう→技りょう）、漢数字の表記変更

（例：十三→一三）、送り仮名の表記変更

（例：驚ろく→驚く）、漢字の開き閉じの表

記変更（例：附け加える→つけ加える）、読

点の加筆・削除（例：社会のあり方に方向

づけられながら→社会のあり方に、方向づ

けられながら）、括弧の表記変更（例：「」

→『』）、傍点の加筆・削除（例：ほう
、、

歯→

ほう歯）、旧字体や異体字の変更（例：刺激

→刺戟）は取り上げなかった。 

4.原則として、明らかな誤植や脱字は取り上

げなかった。例えば、「等二次大戦」や「と

してとして」である。 

 

【付記】 

本研究は JSPS 科研費 JP22K20295 の助成を

受けた。 
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初出 初版 

第 11 回 1963 年 154 号 第 3 章 

Ⅰ［113］ 1 学習の定義［135］ 

単にことばのいいかえではなく、じっさいにその意味をとらえ

るためには、学習を、発達との関係を軸にしてみなくてはなら

ないことは明かだろう。［113］ 

単にことばのいいかえでなく、じっさいにその意味をとらえる

ためには、学習を、発達との関係を軸にしてみなくてはならな

いことは明らかだろう。［135］ 

（マウラー『学習理論とシンボル過程』による）。［113］ （参考文献①）［135］ 

このような「意味」の機能が、すでに一才半ぐらいの幼児に芽

生えでることをピアジェは指摘しているし、私たちもそれをす

でに引用した。［114］ 

このような「意味」の機能が、すでに一才半ぐらいの幼児に芽

生えでることをピアジェは指摘しているし、私たちもそれをす

でに引用した（第二章参照）。［137］ 

表象（それは元来、再び眼前に提示するということだ）が表象

されるものの模倣であり、それを指示するということから意味

の機能がはじまるのだ。［114］ 

表象（それは元来、再び眼前に提示するということだ）が表象

されるものの模倣であり、表象されるものを指示するというこ

とから意味の機能がはじまるのだ。［137］ 

 〔参考文献〕 

① Mowrer, O. H.: Learning Theory and the Symbolic 

Processes.  

②ケーラー『類人猿の知恵試験』（宮孝一訳）岩波書店 

③ランガー『シンボルの哲学』（近藤外訳）岩波書店 Langer, 

S. K.: Philosophy in a new Key. ［138］ 

Ⅱ［115］ 2 学習と教育［139］ 

母親が子どもに話しかけながら世話をするのは、人間に必然に

あらわれる美しい行動だけれども、それは母親にとってことば

であっても、子どもにとって固有の意味のことばであるわけで

はない。［115］ 

母親が子どもに話しかけながら世話をするのは、人間に必然に

あらわれる美しいそしてまた子どもの成長に影響をもつ行動

だけれども、それは母親にとってことば
、、、

であっても、子どもに

とって固有の意味のことば
、、、

であるわけではない。［139］ 

施設病などといわれるものがあるとすれば、おそらくそうした

世話の仕方や扱い方（たとえば皮膚的な微妙な指触の仕方の厚

薄）によるものと考えられるだろう。［115］ 

施設病などといわれるものがあるとすれば、おそらくそうした

世話の仕方や扱い方によるものと考えられるだろう。［139］ 

（『人間の教育』）。［116］ （参考文献①）。［140］ 

主体が環境との相互作用の中で、もって生まれた刺激と反応の

傾向を土台としながら、適応の努力をくりかえす過程で、習性

を変容し、新しい能力を形成するのが学習といわれるものなの

だ。［116］ 

主体が環境との相互作用の中で、もって生まれた刺戟と反応の

傾向を土台としながら、適応の努力をくりかえす過程で、習性

を変容し、新しい能力を形成するのが学習といわれるものなの

である。［140］ 

たとえば、他人の行動が模倣を誘うばあいには、模倣できる内

部的要因がある程度に成熟していなくてはならないのだ。

［116］ 

たとえば、他人の行動が模倣を誘うばあいには、模倣できる内

部要因がある程度に成熟していなくてはならないのだ。［141］ 

しかし、いうならば、できる模倣しか模倣はしないものだ。

［116］ 

しかし、できる模倣しか模倣はしないものだ。［141］ 

学習を媒介にして発達に影響を及ぼす教育というとらえ方を、

別のいい方をすれば、教育とは、学習の指導だといいかえるこ

ともできる。［117］ 

学習を媒介にして発達を及ぼす教育というとらえ方を、別のい

い方をすれば、教育とは、学習の指導だといいかえることもで

きる。［141-142］ 

 〔参考文献〕 

①フレーベル『人間の教育』（岩波次男訳）明治図書 

②ヴィゴツキー『思考と言語』（柴田義松訳）明治図書［142］ 

Ⅲ［117］ 3 教育の条件［142］ 

しかし、もし、二人の乳児の他の条件が同じであったら、この

ような母親の態度で扱われた乳児が、これとはちがって安定し

た態度で扱われた子どもにくらべて、情動の安定度に欠けてい

くと想像してよいだろう。［117］ 

しかし、もし、二人の乳児の他の条件が同じであったら、この

ような母親の態度で扱われた乳児が、これとはちがって安定し

た態度で扱われた子どもにくらべて、情動の安定度で劣るよう

になると想像してよいだろう。［142-143］ 

そしてそこでは、未来の諸能力を担う土台がしっかりとつくら

れるという意味を内在させながら、養育は、子どもの現在の（も

ちろん身近かな未来をそこに含んで）健康や気嫌のよさや性格

の明るさを目ざして養育は遂行されるのだ。［118］ 

そしてそこでは、未来の諸能力を担う土台がしっかりとつくら

れるという意味を内在させながら、養育は、子どもの現在の（も

ちろん身近な未来をそこに含んで）健康や機嫌のよさや性格の

明るさを目ざして遂行されるのだ。［143］ 

二才の娘が難聴で、その言語発達が遅れていることを大へん心

配して相談にやって来た若い親があった。［118］ 

二才の娘が難聴で、その言語発達が遅れていることを大へん心

配して相談によって来た若い母親があった。［144］ 

（園部・山住『日本の子どもの歌』）［119］ （参考文献②）［145］ 

ルソーはいっている。子どもがことばを覚えたら、その欲求を

泣きわめきの叫びでなく、ことばで伝えさせる訓練をせよと。

ここには真実が含まれている。［119］ 

（削除） 
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そして、この努力が喜びであるようにするのが指導なのだ。

［119］ 

そして、その努力が喜びであるようにするのが指導なのだ。

［146］ 

 〔参考文献〕 

① Mowrer, O. H.: Learning Theory and the Symbolic 

Processes. 

②園部・山住『日本の子どもの歌』（岩波新書）［146］ 

第 12 回 1963 年 155 号 第 3 章 

Ⅳ［119］ 4 人間への成長［146］ 

考えようによれば、アランのいったように、人間というものは、

一生ことばの意味を追求して終るのであり、それが思考するこ

とだともいえるだろう。［120］ 

考えようによれば、アランのいったように、人間というものは、

一生自分の話すことばの意味を追求して終わるのであり、それ

が思考することだともいえるだろう。［148］ 

政治家が「戦力なき軍隊」といった不誠実を批判するものは、

さまざまな知的な流行的新造語に対しても厳重な監視をする

ことを怠ることはできない。［120］ 

（削除） 

それは、かれらがどういう教育を受けてきたのかということを

意味するのである。［120］ 

それは、かれらがどういう教育を受けてきたのかということと

かかわりをもつのである。［148-149］ 

 〔参考文献〕 

①ルソー『エミール』（岩波文庫） 

②ピアジェ『数の発達心理学』（遠山・外訳）国土社［149］ 

ある種の猿が三十数種のことなった発声を、その内的状態を告

知するのに使用していることも明らかにされている。［121］ 

猿が三十数種のことなった発声を、その一定の内的状態を告知

するのに使用していることも明らかにされている。［150］ 

ルソーがいったように、ことばを覚えたての子どもは、いまま

での泣き声のかわりに、その欲求をあらわすのにことばを使う

けれども、その機能は全く同じだ。このばあいには、ことばは

まだ人間的なものへの移行の状態にある。［121］ 

（削除） 

けれども、あの形象は、馬の印象と、それに「竜のごとし」と、

偉大な長老の顔貌をいったその印象とを結合しつつ、理想化し

てつくられたものを祖として、図案化したものである。［122］ 

けれども、あの形象は、馬の印象と、それに「竜のごとし」と

いわれた偉大な長老の顔貌のような印象とを結合しつつ、理想

化してつくられたものを祖型として、図案化したものである。

［151］ 

もちろん、レンズの例は決して有効にばかりははたらかない

で、大きな誤解を引きおこす危険がある。［123］ 

もちろん、レンズの例は決して有効にばかりはたらかないで、

大きな誤解を引きおこす危険がある。［152］ 

しかし、ここで重要なことは、印象や表象をことばによって再

現することは、子どもが社会的なものである言語の規則を学び

ながら、それらを統一にもたらす努力によって、自己を意識的

な存在に高めるということを知ることなのである。［123］ 

しかし、ここで重要なことは、印象や表象をことばによって再

現することは、子どもが社会的なものである言語の規則を学び

ながら、それらを統一にもたらす努力によって、自己をそれだ

け意識的な存在に高めるということを知ることなのである。

［152］ 

 〔参考文献〕 

①ケーラー『類人猿の知恵試験』（宮孝一訳）岩波書店 

②松田道雄『新しい保育百科』新評論 

③乾孝『児童心理学入門』新評論［153］ 

Ⅵ［123］ 6 なにを教えるか［153］ 

しかし、ここで重要なことは、前にすでにみたように、発達が

終わったところに学習の指導がはじまるのが正しいのではな

く、発達がはじまるところに、学習が開始されるということな

のだ。［124］ 

しかし、ここで重要なことは、前にすでにみたように、発達が

終わったところに学習の指導がはじまるのが正しいのではな

く、発達がはじまるところに、学習が開始されなければならな

いということなのだ。［154］ 

それは、もっと吟味を必要とするとらえ方ないしはいい方だと

思われる。［124-125］ 

それは、もっと吟味を必要とするとらえ方またはいい方だと思

われる。［156］ 

 〔参考文献〕 

①ヴィゴツキー『思考と言語』（柴田義松訳）明治図書 

②勝田守一『教育学』青木書店 

③講座『現代教育学』2 岩波書店 

④文部省『学習指導要領』昭和三三年版［156-157］ 

第 13 回 1963 年 156 号 第 3 章 

Ⅶ［117］ 7 教育と経験［157］ 

なにを教えるかよりも、どう教えるかが、近ごろの教員養成大

学の題目になっていて、そのために教師のほんとうの学力が不

足し、国民のための教育はその質を低下しているとアメリカの

スウィージーは自国の状態を批判している（注 1）。［117］ 

なにを教えるかよりも、どう教えるかが、近ごろの教員養成大

学の題目になっていて、そのために教師のほんとうの学力が不

足し、国民のための教育はその質を低下しているとアメリカの

スウィージーは自国の状態を批判している（参考文献①）。

［157］ 
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形の無統制が選択の自主性にとってかわり、じっさいには教科

書や参考書に盛られた知識をひそかに教科内容として覚えこ

ませるほかはなくなってしまう。［118］ 

形の上の無統制が選択の自主性にとってかわり、じっさいには

教科書や参考書に盛られた知識をひそかに教科内容として覚

えこませるほかはなくなってしまう。［159］ 

そういう学習に夢中になっている子どもにむやみに寛容でい

いということではない。［119］ 

しかしそういう学習に夢中になっている子どもにむやみに寛

容でいいということではない。［160］ 

（注一）『独占資本社会と教育』（『世界』三八年四月号）［119］ （削除） 

Ⅷ［119］ （削除） 

この問題に真向うから立ち向うのは次章にしたい。［121］ この問題に真向うから立ち向かうのは後にしたい。［163］ 

 〔参考文献〕 

①スウィージー「独占資本社会と教育」（『世界』一九六三年四

月号） 

②講座『現代教育学』5 岩波書店 

③文部省『新しい教育課程』 

④Bestor, Jr.: Anti-Intellectualism in the Schools. 

［163-164］ 

Ⅸ［121］ 8 文字記号と科学的認識［164］ 

科学とは、人類がその生存にかかわって直面する諸問題を解決

すた努力の過程で、自然と社会（人間それ自身をも含めて）の

実在について試みる合理的思考とその結果として所有した知

識の組織のことである。［121］ 

科学とは、人類がその生存にかかわる諸問題を解決する努力の

過程で、自然と社会（人間それ自体をも含めて）の実在につい

て試みる合理的思考と、その結果として所有した知識の組織の

ことである。［164］ 

科学的認識の発達とは、実在とかかわりながらもつ組織された

知識の意味を理解しながら、それを所有する過程である。［121］ 

科学的認識の発達とは、実在とのかかわりを持ちながら組織さ

れた知識の意味を理解し、それを所有する過程である。［165］ 

人類学者たちは、太古の人類と現代の私たちとの間には、生理

学的・解剖学的な身体構造上の差異はほとんどみられないとい

っている。［122］ 

人類学者たちは、数千年前の人類と現代の私たちの間には、生

理学・解剖学的な身体構造上の差異はみられないといってい

る。［165］ 

第 14 回 1963 年 157 号 第 3 章 

Ⅺ［114］ （削除） 

先にも引いたように、ワロンが区別したこの発明的知能と儀式

的（シンボル的）な思考との統一が科学の維持と発展とを可能

にするのである。［114］ 

先にも引いたように（第二章）、ワロンが区別したこの発明的知

能と儀式的（シンボル的）な思考との統一が科学の維持と発展

とを可能にするのである。［168］ 

しかし、概念のもとになる表象は同時に行為の予見であり、社

会的労働の協力を可能にするために、伝達できる共通性をとつ

て形成された観念である。［114］ 

しかし、概念のもとになる知覚表象は同時に行為の予見であ

り、社会的労働の協力を可能にするために、伝達できる共通の

意味をふくんで形成された観念である。［168］ 

世界解釈は理論であり、それは世界の実在の反映を歴史的に発

展してきた人間の記号体系を通して、認識されたものなのだ。

［115］ 

世界解釈は理論であり、それは世界の実在の反映を歴史的に発

展させてきた人間の記号体系を通して、認識されたものなの

だ。［168］ 

私が前節で「科学の担い手は全体としての人間なのである」と

いったのは、科学を成立させるこの二つの要因が、傾向として、

現実には分裂して、それぞれの別の担い手によつて支えられて

いるということをいったのである。［115］ 

私が前段で「科学の担い手は全体としての人類なのである」と

いったのは、科学を成立させるこの二つの要因は、傾向として、

現実には分裂して、それぞれの別の担い手によって支えられて

いるということをいったのである。［168］ 

古代や近世の書記と異なるところは、近代科学の書記たちは、

人間知識の本来の実践性を自覚しながら、実験と検証とを重ん

じていることである。［115］ 

古代や近代の書記と異なるところは、近代科学の書記たちは、

人間知識の本来の実践性を自覚しながら、実験と検証とを重ん

じていることである。［168］ 

これに対して、現実に物をつくり出す労働にしたがうものは、

その肉体の筋肉の力と、経験と熟練によつて生産することを余

儀なくされるようになった。［115］ 

これに対して、現実に物をつくり出す労働にしたがうものは、

その肉体の筋力と、経験と熟練によって新しい事物を生産す

る。［169］ 

かれらは、書記のしごと、つまり、文字記号と論理の形式的な

操作には遠ざかり、「考えると頭が痛くなる」ような習性を強

いられる。［115］ 

かれらは、書記のしごと、つまり、文字記号と論理の形式的な

操作には遠ざかり、「考えると頭が痛くなる」ような習性をもっ

ている。［169］ 

（前号参照）。［115］ （削除） 

いまでもそれでよいのだろうか。［116］ それでよいのだろうか。［170］ 

いぜんとして、私たちは、科学を担うもの、その所有者は人類

であるということの意味を考えなくてはならないのだ。［116］ 

いぜんとして、私たちは、科学を担うもの、その所有者は人類

であるということの意味を考えなくてはならない。［170］ 

 〔参考文献〕 

①マルクス『資本論』第一巻 

② Marrou, H.I.: Histoire de L’ Éducation dans 

L’Antiquité. ［170］ 

Ⅺ［116］ 9 科学の諸類型［171］ 
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しかし、同じ自然科学といっても、数学と物理学と化学、そし

てさらに生物学や生理学との間には、その性格の上でちがいが

ある。［116］ 

しかし、同じ自然科学といっても、数学と物理学と化学、そし

てさらに生物学との間には、その性格の上でちがいがある。

［171］ 

けれども、よく考えてみると社会科学は、事象の生産、つまり

労働の過程でとらえる事物の認識との関係という点では直ち

に自然科学と性質が同じだとはいっていないのだ。［116］ 

けれども、よく考えてみると社会科学は、事物の生産、つまり

労働の過程でとらえる事物の認識との関係という点では直ち

に自然科学と性質が同じだとはいえない。［171］ 

天体の運行、雨や風や日照りのような自然現象、すべては、人

間の力で変えることのできない法則に支配されている。［116］ 

天体の運行、雨や風や日照りのように自然現象、すべては、人

間の力で変えることのできない法則に支配されている。［171］ 

おそらく、その学的反省の前に、神話の宇宙解釈から系統的な

宇宙発生論が技術や自然認識を取りこみながら、組織されたで

あろう。［117］ 

おそらく、その学的反省の前に、神話の宇宙解釈から系統的な

宇宙発生論が技術の知識や自然認識を取りこみながら、組織さ

れたであろう。［172-173］ 

Ⅻ［117］ （削除） 

十八世紀の後半に経済学は「道徳哲学」の教授アダム・スミス

によって近代的社会科学の先駆として成立してきた。［118］ 

十八世紀の後半に経済学は「実践哲学」の教授アダム・スミス

によって近代的社会科学の先駆として成立してきた。［173］ 

マルクスの科学の成立と、リカードの経済学やダーウィンの生

物学上の進化論と関係の深いことは明らかだし、それだけでな

く、ドイツ観念論哲学の歴史的発展の意識とフランス社会主義

の理想がそこに統一されているといわれている。［118］ 

マルクスの科学の成立が、リカードの経済学やダーウィンの生

物学上の進化論と関係の深いことは明らかだし、それだけでな

く、ドイツ観念論哲学の歴史的発展の意識とフランス社会主義

の理想がそこに統一されているといわれている。［174］ 

科学は理想や価値をそれ自身で定位しない、それを語るのはも

はや科学ではない、と実証主義者たちは説いている。［118］ 

科学は理想や価値をそれ自身で定位しない、事実を説明するの

みなのだ。理想や価値を語るのはもはや科学ではない、と実証

主義者たちは説いている。［174］ 

 〔参考文献〕 

①三枝博音『技術の哲学』岩波書店 

②アリストテレス『ニコマコス倫理学』（髙田三郎訳）河出書房

［175］ 

ⅩⅢ［119］ 10 科学学習と人間の発達［176］ 

科学は、現在に生きる国民、すなわち人間が人間に成長する欠

くことのできない条件として、その学習を要求している。［119］ 

科学は、現在に生きる国民、すなわち人間が人間に成長するた

めの欠くことのできない条件として、その学習を要求してい

る。［176］ 

「全面発達」の思想を非難するものが、不可能な幻想としてこ

れを斥けるのは全く誤解にすぎない。［119］ 

しかし、「全面発達」の思想を不可能な幻想としてこれを斥ける

のは全く誤解にすぎない。［176］ 

私はどちらかといえば、同じまちがいでも前者の方がまだ救い

があると考える。［119］ 

私はどちらかといえば、同じまちがいでも前者の方がまだ子ど

もにとって救いがあると考える。［177］ 

そして、そのことを正しくとらえないかぎり、私たちは、「科

学を教える」、あるいは「科学を学ぶ」ということの意味を正

しく理解することはできないだろう。［119］ 

そして、そのことをとらえないかぎり、私たちは、「科学を教え

る」、あるいは「科学を学ぶ」ということの意味を正しく理解す

ることはできないだろう。［177］ 

第 15 回 1963 年 160 号 第 3 章 

Ⅻ［120］ （削除） 

概念を操作して、その関係をつくり直し、そうすることで概念

に新しい意味を与えていくことに、その生涯を捧げた人々によ

って「科学」がつくりあげられてきた。［120］ 

概念を操作して、その関係をつくり直し、そうすることで概念

に新しい意味を与えていくことに、その生涯を捧げた人々によ

って「科学」が組織されてきた。［177］ 

発明は労働の仕方、生産の方法を徐々に変え、労働の社会的な

関係を考えていく。［121］ 

発明は労働の仕方、生産の方法を、さらに労働の社会的な関係

を変えていく。［178］ 

しかし、この知識をことばに置きかえ、文字に定着させる社会

は、すでに国家を成立させ、しばしばのべてきた文字と記録の

専門家である書記を生み出すのである。［121］ 

しかし、この知識をことばに置きかえ、文字に定着させる社会

は、すでに国家を成立させ、しばしばのべてきた文字の記録の

専門家である書記を生み出すのである。［178］ 

学者
スカラ

は、ギリシャ語系のラテン語では有閑の人という意味であ

った。［121］ 

学者は、ギリシア語原では有閑の人という意味になる。［179］ 

しかし、アリストテレスが気づいたように、推論は確実な前提

を必要とする。［122］ 

しかし、すでにほかならぬアリストテレスが気づいたように、

推論は確実な前提を必要とする。［180］ 

その後の「哲学」の歴史は知的体系の自己完結性をまもるため

に、自証の「真理」をとらえる確実性の探求の無益な試みの歩

みであった。［122］ 

（削除） 

 〔参考文献〕 

①アリストテレス『ニコマコス倫理学』（髙田三郎訳）河出書房 

②エンゲルス『自然の弁証法』岩波文庫［180］ 

ⅩⅢ［122］ 11 労働経験と文字記号の結合［180］ 

その技術は身体や腕の中に刻印される経験によって磨かれ、労

働の共同とその経験の伝達とは、口数の少ないことばと身振り

その技術は身体や腕の中に刻印される経験によって磨かれ、労

働の共同とその伝達とは、口数の少ないことばと身振りでこと
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でこと足りてきた。［122］ 足りてきた。［180］ 

しかし、ここには、心理学者が子どもの「実用的知能」（ある

いは正確には「状況の知能」）について、「その行動のうちに物

理学の法則の経験的な知識としての素朴な物理学が存在する

ようになる」（ヴィオー『知能』文庫クセジュ）というような

「素朴な物理学」がある。［122］ 

しかし、ここには、心理学者が子どもの「実用的知能」（あるい

は正確には「状況の知能」）について、「その行動のうちに物理

学の法則の経験的な知識としての物理学が存在するようにな

る」（参考文献①）というような「素朴な物理学」がある。［180-

181］ 

「素朴」というのは、必ずしも適当ではないが、それは、実在

に身体をもってはたらきかけながら、実在ともども労働の結果

を必然的過程にしたがって生み出す法則の体認なのである。

［122］ 

それは、身体をもって実在にはたらきかけながら、実在ともど

も労働の結果を必然的過程にしたがって生み出す法則の体認

なのである。［181］ 

発明と発見の契機がある。［122］ 発明発見の契機がある。［181］ 

近代科学が数学を媒介として発展したのは、その文字記号を、

機械のメカニズムの論理として磨きあげると同時に、実践を知

識の領域に取りこむ可能性を与えることになった。［122］ 

近代科学が数学を媒介として発展したのは、その文字記号の体

系を、機械のメカニズムの論理として磨きあげると同時に、実

践を知識の領域に取りこむ可能性を与えることになった。

［181］ 

したがって、労働と学習とは職業の準備という方向でも結びつ

いている。［123］ 

したがって、労働と学習とは職業の準備という方向でも結びつ

けている。［182］ 

 〔参考文献〕 

①ヴィオー『知能』（村上仁訳）白水社 

②ワロン『認識過程の心理学』（滝沢武久訳）大月書店［183］ 

ⅩⅣ［124］ 12 科学への要求［184］ 

しかし、私は学校での学習のせいでもあるが、しかし、創造性

を多くの青年に保障しなかったのも学校だというのが正確な

解答ではないかと考える。［125］ 

私は学校での学習のせいでもあるが、しかし、創造性を多くの

青年に保障しなかったのも学校だというのが正確な解答では

ないかと考える。［186］ 

創造性に富む教師がそのことを身をもって感じていることを

私は知っている。［125］ 

創造性に富む教師は、そのことを身をもって感じてとっている

であろう。［186］ 

それはむしろ社会の全体が既知の地平にとりかこまれて、未来

への方向を定かにつかみえない状況で、新しい地平を開く能力

である。［125］ 

それはむしろ社会が既知の地平にとりかこまれて、未来への方

向を定かにつかみえない状況にあるとき、新しい地平を開く能

力である。［186］ 

現代の社会、つまり子どもたちがそこで生活する社会は、知識

と技術とによって機械や器具や施設やそしてもっとだいじな

社会的諸関係や世界への感応の仕方を、文化人類学者が、一般

に「文化」とよぶものとして所有する社会である。［126］ 

現代の社会、つまり子どもたちがそこで生活する社会は、知識

と技術とによって機械や器具や施設やそしてもっとだいじな

社会的諸関係や世界への感応の仕方を、一般に「文化」とよば

れているものとして所有する社会である。［187］ 

 〔参考文献〕 

①斎藤喜博『授業入門』国土社 

②ブルーナー『教育の過程』（鈴木・佐藤訳）岩波書店 Bruner, 

J. S. : The Process of Education. ［187］ 
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